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今
年
は
当
組
合
の
創
立
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

す
で
に
計
画
さ
れ
て
い
る

通
り
、
10
月
５
日
に
記
念
の

イ
ベ
ン
ト
、
記
念
式
典
と
祝

賀
会
を
10
月
17
日
に
開
催
の

予
定
で
す
。

　

小
山
前
理
事
長
の
後
、
理

事
長
を
お
引
き
受
け
し
て
か

ら
す
で
に
３
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
間
、

組
合
の
運
営
上
に
、
大
き
な

問
題
が
山
積
し
、
加
え
て
組

合
員
の
企
業
に
も
色
々
と
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

幸
い
、
高
橋
、
桑
原
と
い

う
、
優
秀
な
副
理
事
長
に
恵

ま
れ
、
全
て
の
問
題
を
前
向

き
に
処
理
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

過
ぎ
れ
ば
短
い
50
年

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
問
題
を

処
理
し
な
が
ら
、
50
年
間
を

省
み
ま
す
と
、
組
合
を
設
立

し
、高
度
化
資
金
を
借
入
れ
、

用
地
の
買
収
を
し
、
造
成
、

社
屋
の
建
設
、
共
同
施
設
の

建
設
と
、
ハ
ー
ド
部
分
で
の

事
業
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
夢
中
で
進
ん
で
き
た
た

め
か
、
過
ぎ
て
し
ま
う
と
短

く
感
じ
て
い
る
半
世
紀
で
あ

り
ま
し
た
。

借
入
債
務
が
ゼ
ロ
に

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
が
あ
り
ま

し
た
が
こ
の
間
、
組
合
の
財

務
状
況
は
非
常
に
堅
固
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

組
合
の
所
有
地
の
売
却
や
事

業
収
入
の
増
加
が
主
因
で
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　

　

50
年
間
続
い
て
い
た
借
入

債
務
が
、
こ
の
３
月
に
、
は

じ
め
て
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し

た
。

　

肩
の
荷
が
軽
く
な
っ
た
実

感
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
、
先
輩
の
努
力
に
よ
り
、

　

昨
年
度
ま
で
は
50
周
年
特

別
委
員
長
と
し
て
、
そ
の
企

画
立
案
に
当
た
っ
て
き
ま
し

た
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
い
よ
い

よ
実
行
段
階
に
進
む
の
を
機

に
、
実
行
委
員
会
に
名
称
陣

容
な
ど
も
、
変
更
を
加
え
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
実
行
委
員
長
を

仰
せ
つ
か
り
、
及
ば
ず
な
が

ら
、
全
組
合
員
の
心
を
一
つ

に
結
集
し
て
、
意
義
あ
る
50

周
年
の
記
念
事
業
を
実
施
す

る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

単
な
る
通
過
点
で
な
く

　

一
口
に
50
周
年
と
言
い
ま
す

が
、
企
業
の
平
均
寿
命
が
30
年

と
も
言
わ
れ
る
今
日
、
50
周
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
素
直
に

喜
び
、単
な
る
通
過
点
で
な
く
、

次
の
50
年
に
向
け
て
の
、
仕
切

り
直
し
の
年
と
位
置
づ
け
た
い

も
の
で
す
。

　
「
地
域
社
会
、
関
係
各
位

へ
の
感
謝
と
今
後
の
組
合
活

性
化
の
た
め
」の
理
念
の
も

と
、
今
秋
の
式
典
、
祝
賀
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
。

　

組
合
員
全
員
参
加
を
基
本

に
据
え
、
実
施
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

実
行
委
員
会
の
組
織

　

実
行
委
員
会
の
組
織
が
左

記
の
通
り
３
月
度
理
事
会
に

お
い
て
、
決
定
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

設
立
50
周
年
実
行
委
員
会

総　

括	

丸
山　

正
一

実
行
委
員
長（
渉
外
・
広
報
）

　

桑
原　

茂
実

副
実
行
委
員
長（
同
右
）

　

高
橋　

牧
尋

記
念
誌
編
纂

丸
山　

正
一　

宮
下　

信
義

久
保
田
秀
彦　

牧
野　

秀
彦

記
録
担
当（
写
真
、
書
類
）

西
村　
　

斉　

金
井　

清
一

◆
卸
団
地
ま
つ
り

責
任
者	

堀　
　

健
二

イ
ベ
ン
ト
担
当　

田
邉　

寛
樹

物
販
、展
示
、飲
食
ブ
ー
ス
担
当

	

湯
田　

勝
巳　

堀
部　

俊
行

小
川　

哲
夫　
　
　
　
　
　

会
場
・
警
備
・
駐
車
場
担
当

五
十
嵐
康
弘　

宮
下　
　

修

◆
記
念
式
典

式
典
・
講
演
会
担
当

	

田
中　

良
男　

石
森　

義
久

祝
賀
会

	

田
邉　

寛
樹　

丸
山　

良
治

原
点
に
戻
っ
て

　
　
　
　

次
の
50
年
へ

	

理
事
長　

丸
山　

正
一

基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
た

の
で
、
実
現
で
き
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
堅
実
運
営
を
続

け
、
他
に
比
較
し
て
も
遜
色

の
な
い
組
合
で
あ
り
続
け
た

い
も
の
で
す
。

今
期
の
景
況
は
ど
う
か

　

一
昨
年
暮
れ
に
安
倍
内
閣

が
発
足
し
て
一
年
余
が
過
ぎ

ま
し
た
。
昨
年
は
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
に
よ
り
、
デ
フ
レ

脱
却
と
景
気
の
好
転
が
期
待

さ
れ
誰
も
が
そ
の
実
現
を
望

ん
で
お
り
ま
し
た
。

 

製
造
業
を
中
心
と
し
て
、

大
企
業
の
成
績
は
飛
躍
的
に

好
転
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

は
そ
れ
ら
を
裏
付
け
て
き
ま

し
た
。
一
部
の
非
製
造
業
や

地
方
に
お
け
る
中
小
企
業

は
、
ム
ー
ド
だ
け
は
好
転
し

て
い
る
も
の
の
、
実
感
と
し

て
の
好
転
は
な
か
な
か
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
が
、
上
向
き

つ
つ
あ
っ
た
消
費
動
向
な
ど

に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の

か
不
透
明
で
す
。

　

50
周
年
を
迎
え
、
次
の

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
新

た
な
50
年
の
ス
タ
ー
ト
地
点

に
立
つ
わ
け
で
す
。

　

組
合
創
立
時
の
精
神
に

戻
っ
て
、
特
に
若
い
力
を
結

集
し
な
が
ら
、
次
な
る
50
年

を
迎
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

50
周
年
記
念
実
行
委
員
会
ス
タ
ー
ト

	

実
行
委
員
長　

桑
原　

茂
実
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　上田卸商業協同組合は、今年で50周年を迎えます。
　「先人たちが積み上げてきた過去を振り返り、末来へのメッセージを伝える。」
の主旨のもと、新たな50年に向けて「卸会館」の新しい愛称を募集します。
地域に根差し広く皆様に愛される施設を目指してまいります。
１．施設の概要　大ホール（330㎡）　中会議室（110㎡）
　　　　　　　　小会議室（43㎡）　　３階会議室（40㎡）
２．応募要件　　①幅広い世代から親しみの持たれるもの。
　　　　　　　　②第三者の著作権、商標権を侵害しないもの。
　　　　　　　　③他で使用されていないもので、自作、未発表のもの。
３．応募資格　　不問（応募数はひとり1作品までとします）
４．応募方法　　①インターネットの場合～当組合のホームページの応募
　　　　　　　　　サイトから応募できます。
　　　　　　　　②郵送の場合～官製はがき又は封書により下記応募先に
　　　　　　　　　ご	郵送下さい。
　　　　　　　　③ファックスの場合～下記応募先のファックス番号にお
　　　　　　　　　送り下さい。
５．記入事項　　（1）施設の愛称（ふりがな）　（2）愛称の意味・理由　（3）住所
　　　　　　　　（4）氏名（ふりがな）　（5）性別　（6）年齢　（7）職業　（8）電話番号
６．応募期限　　平成26年６月30日㈪必着
７．発表　　　　平成26年10月17日の記念式典の席上発表致します。
８．賞　　　　　採用作1点～賞金5万円（同名多数の場合は抽選とします）
９．その他　　　応募作品は返却致しません。
　　　　　　　　採用作品の使用権は上田卸商業協同組合に帰属します。
　　　　　　　　個人情報は適正に管理し、今回のみの使用とします。
�0．応募先・　　　上田卸商業協同組合　「卸会館愛称募集係」

問い合わせ　〒386-0041　長野県上田市問屋町510-	2
　　　　　　　　TEL	0268-22-6649　FAX	0268-22-6714
　　　　　　　　E-mail;info@ueda-oroshi.or.jp
　　　　　　　　http://www.ueda-oroshi.or.jp

　設立50年の節目として、今秋に下記の通り地域住民を対象として記念イ
ベントを計画しております。ぜひこのイベントをPRの場、物品販売の場と
してご活用ください。
１．日時　　　平成26年10月５日㈰午前10：00～午後3：00
２．会場　　　上田卸団地内（内容によりロケーション割りします）
３．参加料　　なし
４．広報　　　市広報紙、地域紙、折込チラシ等
５．申込方法　郵送かFAXにてお申し込み下さい
　　　　　　　締め切りは６月30日㈪とさせて頂きます（期日厳守）
６．その他　　①飲食等で保健所への届出が必要な場合は出店者側で必ず
　　　　　　　　お願いします
　　　　　　　②出店許可の採択は実行委員会にて判断させて頂きます

新年会

来賓・組合員総勢33名出席
母袋上田市長はじめ大勢の来賓にご出席頂
き、組合員との情報交換や親睦の場となり
ました。

香青軒　1月15日㈬

100 年に一度の豪雪

稀にみる豪雪となり、2月�7日㈪〜�8日㈫
は業者に委託し、卸団地内の市道中心に除
雪を行いました。組合員・賛助会員の皆様、
大変ご苦労様でした。

2月14日㈮～15日㈯

卓球大会

総勢40名が参加し、日頃の運動不足を解
消するとともに、決勝戦ではラリーの応酬
が続くハイレベルな戦いとなりました。
優勝　男子　原内　修（システムプラン）
　　　女子　柳澤裕美子（長野県連合青果）
　　　団体　システムプランBチーム

卸会館大ホール　3月4日㈫

事業報告 設立50周年記念イベントへの
ご参加のお願い

「卸会館」の新しい愛称を募集
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　平成26年２月13日に県卸商業団地厚生年金基金は、長野市において代議員会を開催し、解散手続きに入ることを
決議しました。
　これにより、４月から解散計画を国へ提出し、約３年後に現在の年金の全てを国へ「代行返上」します。
　卸団地で働く人々の将来のため、築いてきた年金基金が、AIJの詐欺事件の被害のため、解散しなければならなく
なり、申し訳なく感じております。

厚生年金基金の解散についてご報告

解散時必要負担見込額［代行部分］（表Ⅰ）
純資産額 4,988 百万円
最低責任準備金（＋調整額） 6,035 百万円
代行部分不足額 1,047 百万円
一人当たり負担額 531 千円

加算部分（基本プラスα含む）の負担見込額（表Ⅱ）
加算部分最低積立基準額 1,003 百万円
加算部分不足額 1,003 百万円
一人当たり負担額 509 千円

平成26年3月決算基準解散時1人当り負担金額シミュレーション

※特例解散の場合は表Ⅰのみを５年間程度で分割納付する。
※任意脱退をする場合は表Ⅰと表Ⅱの合計額を納付する。

　平成26年３月決算基準で、解散時における各社の負担額をシュミレーションすると、代行部分のみでは社員一人
当たり53万円強となります。加算部分は51万円で、合計すると一人当たり約104万円位です。
　この金額算出は、不足額を単に加入員数で除すという計算なので、実際には勤続年数・給与水準などで異なる場合
があります。

解散時の社員一人当たり負担額は…

　通常の解散では、国へ返上する必
要資金が多くなりますが、特例解散
をする場合は、一括納付でなく、５
年位の分割で必要資金の納付が認め
られます。
　これからは、基金と国との間で　
記録の照合、内容の確認などを行い、
最終的に国の解散認可が下り、代行
返上が完結します。

平成26年３月末の決算状況見込み（平成25年との比較）
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組
合
の
動
き
（
抜
粋
）

１
月
６
日　

仕
事
始
め
・
市
内
年
始
・
会
議
所
賀
詞
交
換

　
　

15
日　

新
年
会（
香
青
軒
）　

33
名

　
　

21
日　

商
工
中
金
来
所

　
　

22
日　

厚
生
年
金
資
産
運
用
委
員
会（
松
本
）

	

　
　

高
橋
副
理
事
長
・
事
務
局
長

　
　

23
日　

正
副
理
事
長
会

　
　

24
日　

50
周
年
記
念
事
業
特
別
委
員
会　

７
名

２
月
１
日　

青
年
部
新
年
会（
上
山
田
ホ
テ
ル
）10
名

　
　

４
日　

理
事
会

　
　

５
日　

中
央
会
上
小
支
部
新
春
講
演
会（
さ
さ
や
）

	

　
　

正
・
副
理
事
長

　
　

10
日　

土
地
売
買
契
約
締
結（
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
）理
事
長

	

十
日
会　

消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

12
名

　
　

13
日　

年
金
基
金
理
事
会
・
代
議
員
会（
長
野
）理
事
長
・
局
長

	

健
康
保
険
組
合
会（
長
野
）

	

中
金
会
通
常
総
会（
長
野
）理
事
長

　
　

14
日　

問
屋
町
会　

17
名

　
　

17
・
18
日　

役
員
視
察
研
修（
横
浜
）

	

　
　

理
事
長
・
堀
理
事
・
小
山
顧
問

　
　

18
日　

商
団
連
事
務
局
訪
問（
東
京
）理
事
長

　
　

25
日　

50
周
年
記
念
事
業
特
別
委
員
会　

６
名

　
　

28
日　

シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
へ
土
地
引
渡
し
完
了

３
月
４
日　

卸
団
地
卓
球
大
会　

卸
会
館
ホ
ー
ル

	

団
体
戦　

優
勝　

シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
Ｂ
チ
ー
ム

	

個
人
戦　

優
勝　

男
子　

原
内
修（
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　

女
子　

柳
澤
裕
美
子（
連
合
青
果
）

	

40
名
参
加（
団
体
戦
は
11
チ
ー
ム
が
参
加
）

　
　

５
日　

正
副
理
事
長
会（
決
算
・
予
算
に
つ
い
て
）

	

商
団
連
事
務
局
長
会（
東
京
）事
務
局
長

　
　

６
日　

中
央
会
上
小
支
部
正
副
支
部
長
会（
さ
さ
や
）理
事
長

　
　

７
日　

火
災
共
済
審
査
会（
長
野
）理
事
長

　
　

11
日　

理
事
会　

　
　

12
日　

長
野
県
酒
販
本
社
訪
問　

理
事
長

　
　

13
日　

年
金
基
金
資
産
運
用
委
員
会（
松
本
）

	

　
　

高
橋
副
理
事
長
・
事
務
局
長

　
　

14
日　

問
屋
町
会　

厚
生
年
金
基
金
説
明
会　

18
名

　
　

18
日　

十
日
会　

13
名

　
　

25
日　

厚
生
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　企業も、個人も今や車が無くてはその活動ができないほどの車
社会です。
　こんな時代に、自動車保険の保険料の算出方法が変わりました。
　今まではずっと無事故で来た人の車は、一度の事故による掛金
はさほど大きな変化もなかったのですが、昨年から一度の事故に
より、保険金請求をした場合は、次年度の保険掛金が大幅に増加
し、加えて、従前の掛け金率へ戻るのに以前より長期間を要する
ことになりました。
　簡単な言い方ですが、少額ならば保険を使う方が損だというこ
とになります。
　過日、中小企業共済の会議に出て「くるま共済」を知りました。
　火災共済に付きましても、２月の豪雪のときの、建物や雨樋な
どの被害については、20万円以上については保障対象です。
自分の経験から、このような共済制度は、加入者の利益につなが
るものと思います。詳細はお問い合わせください。　　（丸山記）

上田卸商業協同組合事務局
TEL 0268-22-6649㈹　FAX 0268-22-6714
大ホール専用TEL 0268-24-9582
URL : http://www.ueda-oroshi.or.jp/

問い合せ先

上田卸商業協同組合ご利用料金

自動車保険掛金の　“負担軽減”　をお考えの方に!
特に車両保険まで付帯している方へ

くるま共済
（自動車事故費用共済）

ご契約車両の損害時に30,000円給付!
事故によるお怪我の際の入通院も定額補償。

掛金は月々わずか…　660円/台（軽自動車）

　　　　　　　　1,110円/台　（普通車）

自動車保険の上乗せ共済です。他の保険に関係なく共済金を契約者様に直接お支払します。

事故によるご請求があっても掛金は上がりません!

火災保険掛金の　“負 担 軽 減”　をお考えの方に!
契約内容がよくわからない…　補償額はこのままでいいのかな…

物件評価その他なんでもご相談ください!

火災共済
（住宅・店舗・倉庫など）

（掛金例）補償額1000万円あたり
〈 RC造 マ ン シ ョ ン 〉 2,300円/年

〈 木 造 住 宅 〉 　　12,500円/年

〈 鉄 骨 造 事 務 所 〉 10,400円/年

そなえよつねに

施設内容 時　　間　　区　　分

室名・面積
利用内容
（人数）

午前
９時〜 12時

午後
12 〜 17時

夜間
17時〜 21時

全日
９時〜 21時

大ホール
1F330㎡
（100坪）

会議等
（250人） 9,500 15,200 19,100 34,300

展示会等 11,400 18,100 23,800 41,900

中会議室
2F 110㎡
（33坪）

会議等
（60人） 5,700 9,500 11,400 21,000

展示会等 7,600 11,400 15,200 26,700

小会議室
1F 43㎡
（13坪）

会議等
（16人） 3,800 4,800 6,700 11,400

3F会議室
3F 40㎡
（12坪）

趣味、教室、
サークル
（18人）

2,900 3,800 5,700 9,500

冷暖房料
大ホール コインタイマー使用

（１時間200円／１台　６台設置）

他　室 使用料金の10％

放送設備 マイク　１日　480円／１ヶ（大ホール）

スクリーン １回　960円

プロジェクター １回　2,900円

休日加算 １日　2,900円（土曜日・日曜日・祝日）

［平成26年４月現在］ 税別料金（単位：円）

卸会館ご利用料金の変更について
　ご承知のとおり４月から消費税が変わります。
　今までは税込み価格にて表示していましたが、４月よ
り税別表示に変更致します。請求については端数が出ま
すがご理解下さい。
　尚、実質的な利用料金は事務局にお尋ね下さい。

（
会
議
な
ど
の
出
席
状
況
）


